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こ
の
夏
の
低
温
で
、
山
間
高
冷
地
を

中
心
に
農
作
物
被
害
が
続
出
し
、
中
で

も
稲
作
の
被
害
が
二
億
八
千
二
百
万
円

と
大
部
分
を
占
め
て
い
る
と
九
月
末
町

冷
害
対
策
本
部
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

一
二
月
一
日
現
在
昭
和
五
五
年
産
米
の

検
査
、
先
渡
し
実
績
が
別
表
の
通
り
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
売
渡
数
量
七
三
、

〇
七
六
袋
で
町
限
度
数
量
の
九
六
、
一
三

九
袋
の
七
六
・
〇
一
％
に
す
ぎ
ず
、
限

度
数
量
に
比
べ
一
七
σ
六
三
袋
の
減
と

な
り
、
冷
害
被
害
の
大
き
か
っ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
中
で
も
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
昨
年
よ
り

作
付
面
積
で
一
七
・
五
瞼
多
い
二
五
四

臥“　袋億単1現在12．S55．

・
三
ba
が
作
付
さ
れ
ま
し
た
が
売
渡
数

量
一
四
六
八
八
袋
と
前
年
対
比
八
二
鰯

の
三
一
二
四
袋
の
売
渡
減
と
な
り
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
農
家
数
　
　
一
、
○
八
三
戸

　
作
付
面
積
　
　
八
〇
六
ha

　
一
戸
平
均
　
　
　
七
四
a

◎
主
な
品
種
別
作
付
状
況
は
次
の
と
お

　
り
で
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ

ト
ド
ロ
キ
ワ
セ

五
百
万
石

こ
が
ね
も
ち

ホ
ゥ
ネ
ン
ワ
セ

越
路
早
生

新
潟
早
生

二
五
四
ba

一
八
九
㎞

八
七
瞼

六
五
㎞

四
五
ha

四
三
瞼

一
七
㎞

限度数量 売渡数量 売　渡　の　内　訳
等級別売渡数量

1等

騰
2等 3等 外

ウ
　
　
　
ル
　
　
　
チ
　
　
　
米

92，950

Qg3516）

限度内

70，494

⑱1，129）

規格外

　128
　（167）

政府米 その他ウルチ 31421 24β92 24β92 6ρ72 529 128

自
主
流
通
米

越路早生 4237 4237 4237

コシヒカリ 14β88 10β78 10，878 3β10

越みのり 388 388 388

ホウネンワセ 3907 3907 3907

トドロキワセ 4ρ00 4ρ00 4ρ00

五百万石 11981 11981

小　計
92，950

93516
70，622

81296
70β22 48」02 60ρ83 9β82529 128

モ
　
チ
　
米

3，189

＠，984）

限度内

　450　987）
規　　外

　　4　⑯4）

自
主
流
通
米

こがねもち 2425 1↓08 1」08 1241 72 4

陸　も　ち 4 4

その他もち 25 9 9 16

小　計
3，189

4，984
2454
4，051

2454 1」17 1μ7 1257 76 4

合　計
96，139

98500
73，0　6

85347
73ρ76 49219 61200 11」39 605 132

31

・
図
％

23

・
4
2
％

10

・
7
6
％

8
・
07
％

5
・
60
％

5
・
3
0
％

2
・
1
5
彩

酒米、2等、3等は上位等級に含む。

（　）内の数字は、昭和54年産米数量。

トドロキワセ、4，000袋までは自主流通米となる。

1
　
2
　
3

（注）

松
代
地
区
米
の
検
査
↑

12）

難

　　　　　議　　璽

○
年
頭
の
廻
礼
は
元
日
か
ぎ
り
と
し
、

年
始
よ
び
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
合
同
年
始
会
を
開
き
ま
し
ょ
う
）

o
年
始
な
ど
形
式
的
な
贈
答
は
や
め
ま

　
し
ょ
う
。

○
元
日
か
ら
祝
日
に
は
必
ず
国
旗
を
た

　
て
ま
し
ょ
う
。

o
健
全
な
遊
び
で
、
お
正
月
を
楽
し
く

　
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
の
元
や
盗
難
に
十
分
注
意
し
ま
し

　
ょ
う
。

o
出
稼
ぎ
の
人
に
、
家
庭
の
で
き
ご
と

　
な
ど
の
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。



競

蒔
黙
薙
同
畜
書
完
成

↓
完
成
し
た
共
同
（
ア
パ
ー
ト
方
式
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畜
舎

　
農
業
の
複
合
経
営
の
柱
と
し
て
、
繁

殖
牛
の
飼
育
を
取
り
入
れ
た
、
莇
平
の

中
核
農
家
五
戸
が
、
畜
舎
利
用
組
合
を

組
織
し
て
三
十
頭
の
共
同
畜
舎
を
建
築

し
ま
し
た
。
鉄
骨
二
階
建
で
延
べ
面
積

六
六
四
・
七
四
，
π
（
牛
房
三
〇
八
。
勉
、

堆
肥
舎
四
八
・
六
、
規
、
二
階
三
〇
八
・

〇
七
、
那
）
の
畜
舎
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
頭

づ
つ
の
独
立
し
た
牛
房
で
飼
養
す
る
ア

。

ハ
ー
ト
方
式
と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に

町
と
農
協
の
貸
付
牛
を
含
め
三
十
頭
が

全
て
入
り
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
築
費
は
、
二
、
五
〇
〇
万
円
で
県
と

町
の
補
助
金
7
0
％
と
近
代
化
資
金
の
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
も

飼
料
と
な
る
自
然
の
野
草
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
こ
の
土
地
に
適
し
た
繁
殖
牛
の

飼
育
を
推
奨
し
て
お
り
、
水
田
利
用
再

編
対
策
の
対
応
と
し
て
の
畜
産
の
振
興

を
今
後
、
推
進
し
て
い
く
計
画
で
す
。

榊冬期保安委員は次の方々です
．訪、保安要員年＿粟旦議今年も

冬期集落保安要員が

設置されました。

　
こ
と
し
も
新
潟
県
冬
期
集
落
保
安
要

員
設
置
対
策
事
業
が
認
可
さ
れ
、
十
二

月
一
日
か
ら
任
務
に
つ
い
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　
当
町
の
対
象
孤
立
集
落
は
十
四
地
区

で
、
十
六
名
の
保
安
要
員
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
保
安
要
員
の
主
な
業
務
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
、
生
活
道
路
の
圧
雪
（
雪
路
開
設
）

二
、
生
活
保
護
家
庭
・
老
人
家
庭
・
身
障

　
者
家
庭
等
要
援
護
世
帯
の
除
雪

三
、
急
患
の
輸
送
・
往
診
医
師
の
送
迎
等

　
の
協
力

四
、
消
防
施
設
等
の
除
雪

　
そ
の
他
学
校
等
の
公
共
施
設
の
除
雪

に
つ
い
て
も
卒
先
し
て
協
力
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
又
以
上
の
業
務
を
行
な
っ
て
更
に
余

力
が
生
じ
た
場
合
は
、
部
落
長
並
び
に

地
区
民
生
委
員
等
の
要
請
に
基
づ
い
て
、

出
稼
留
守
家
庭
等
の
要
援
護
世
帯
の
除

雪
も
お
願
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
尚
、
こ
の
場
合
の
出
動
賃
金
は
要
請

家
庭
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
町
単
独
事
業
で
設
定
し

て
い
る
町
単
保
安
要
員
は
九
名
で
♪
主

と
し
て
ク
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
る
圧
雪
業
務

を
行
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

集落名
保安要員

氏　　　名
年
令
電話番号

圧雪路

延長
町 役場 7－2220

下　　山

同

宮沢　昌次 52 7－2554 6．9Km

山賀新一郎 43 7－9644 0．9Km

海　老 中島信吉 32 7－9741 6．4Km

東　山 山岸　正男 61 7尊一9762 6．4㎞

片桐山 山岸　丈孔 53 7－2155 4．5Km

滝　沢 佐藤　又夫 34 7一一7551 6．4㎞

苧　島 柳　　貞治 32 7」7228 1．9Km

中　子 斎木　正芳 46 7」7196 0．8㎞

桐　山 小山　徳一 42 7－9587 3．7Km

同 片桐　良夫 60 7－2347 3．7Km

田　代

同

若月　満男 48 7－9176 2．0㎞

若井　公一 50 7－2292 1．5Km

莇　平 高橋　重春 32 7－8232 5．OKm

小　貫 小山　　弘 43 7－8266 5．OKm

寺　田 井上哲治 61 7－8768 2．9Km

諏訪峠 桜沢　一郎 53 7一一8554 2．1Km

蒲　生

同

山岸　利義 56 7－8279 3．8㎞

山岸　宏海 ，22 7－8398 2．3Km

田野倉 　、斎藤二三郎 61 7－2154 1．8Km

仙　納 室岡　忠俊 57 7－2734 1。4㎞

名　平 菅井　和義 45 7－2733 1．0㎞

濁 佐藤　　正 46 8－4436 1．8Km

竹　所 五十嵐信夫 56 8一一4382 1．6㎞

菅　刈 高橋　一雄 60 7」7356 1．6㎞

木和田原 山岸　勇市 50 8－2055 0．7㎞
（3）



55年度松代家畜市場成績表

地　区　別 松代地区 山平地区 奴奈川地区 松代町計 松之山町 合　　計

出　場　頭　数 31 23 15 69 39 108

販　売　金　額 軌636，000 7，505，000 4，180，000 21，321，000 11，401，000 32，722，000

内
　
　
　
　
　
　
訳

性　　　　別 ♀ δ ？ 6 ？ 6 ♀ δ ♀ δ 9 6
頭　　　　数 17 14 11 12 6 9 34 35 17 22 51 57

最高価格 45α000 41◎000 45α000 471，000 341，000 403000 450，000 471，000 48α000 441，000 48α000 47LOOO

最低価格 199000 219000 261，000 241，000 221，000 21LOOO 199000 21LOOO 3て000 63000 3τ000 63000

平均価格 29＆529 325786 324，545 32π50 255667 294000 299441 31＆285 293000 29L818 29τ294 30＆070

生体1Kg当り L754 L608 1，556 1，357 L564 L474 1，650 L479 L608 1，421 L636
1，346

1頭平均価格 326，304 27＆667 309，000 292，333 302，981

31，423．000円
　2．067，000円

83頭
　7頭

注・直江津市場出場は松之山町

　　　　　　　松代町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

　
去
る
十
一
月
十
四
日
を
最
後
に
年
三

回
開
催
さ
れ
た
松
代
家
畜
市
場
の
成
績

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
上
表
の
と
お

り
で
す
。

　
上
越
地
区
に
は
松
代
と
直
江
津
の
ニ

ケ
所
に
市
場
が
あ
り
、
直
江
津
市
場
は

年
五
回
開
催
さ
れ
取
引
頭
数
は
六
九
八

頭
で
し
た
。
そ
し
て
平
均
体
重
は
二
四

〇
晦
と
大
形
で
、
平
均
価
額
も
三
四
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
松
代
市
場
で
は
平
均
体
重
は
一
九
七

晦
と
一
般
に
小
形
で
、
従
っ
て
平
均
価

額
も
約
四
万
円
安
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
も
黒
毛
和
種
の
子
牛
は
高
価
で

推
移
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今

後
は
よ
り
大
形
で
手
入
れ
の
ゆ
き
と
y

い
た
立
派
な
子
牛
を
生
産
す
る
よ
う
畜

産
農
家
の
努
力
を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。　
和
牛
連
産
表
彰

　
十
一
月
十
四
日
松
代
家
畜
市
場
に
於

て
左
記
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ

盛
大
な
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　
五
連
産
　
み
つ
ゆ
き
号

　
　
　
　
　
　
蓬
平
　
若
井
弘
太
郎

　
五
連
産
　
み
し
か
号

　
　
　
　
　
　
蓬
平
　
若
井
　
繁
一

　
五
連
産
　
し
げ
は
る
号

　
　
　
　
　
　
儀
明
　
小
堺
　
熊
蔵

　
五
連
産
　
し
ず
ひ
ろ
号

　
　
　
　
　
　
室
野
　
佐
藤
　
啓
二

・
讐

↓
1
1
月
1
4
日
松
代
家
畜
市
場



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑫

心
臓
病
を
防
ぐ
日
常
生
活

☆
心
臓
病
を
も
た
ら
す
　
　
　
糖
尿
病

　
疾
患
に
ご
注
意

　
高
血
圧
が
長
く
続
く
状
態
は
、
脳
卒

中
だ
け
で
な
く
、
心
疾
患
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
な

ぜ
な
ら
高
血
圧
が
長
期
間
続
く
と
、
心

臓
か
ら
血
液
を
強
く
お
し
出
そ
う
と
す

る
た
め
に
、
そ
れ
だ
け
心
臓
に
負
担
が

か
か
り
、
そ
の
結
果
心
臓
が
肥
大
し
て

高
血
圧
性
心
不
全
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
高
血
圧
は
動

脈
の
硬
化
を
早
め
る
と
と
も
に
、
冠
状

動
脈
の
硬
化
を
ま
ね
い
て
、
狭
心
症
や

心
筋
硬
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患
を
ひ

き
お
こ
す
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
一

定
の
血
圧
を
保
つ
こ
と
は
、
心
臓
を
守

る
う
え
で
大
切
で
す
。

血丘窩

わ

グ

隔

（
そ
の
二
）

　
高
脂
血
症

　
わ
た
し
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い

る
血
液
中
に
は
、
リ
ポ
蛋
白
と
い
う
構

造
で
な
り
立
っ
て
い
る
脂
質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
リ
ポ
蛋
白
に
は
低
比

重
リ
ポ
蛋
白
（
L
D
L
）
と
高
比
重
リ

ポ
蛋
白
（
H
D
L
）
と
が
あ
っ
て
、
低

比
重
リ
ポ
蛋
白
が
増
加
し
て
も
、
ま
た

高
比
重
リ
ポ
蛋
白
が
減
少
し
て
も
、
い

ず
れ
も
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
の
で

す
。
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
増
加
や
高
脂
血
症
は
、
こ
れ

ら
の
低
比
重
リ
ポ
蛋
白
の
増
加
が
関
係

し
て
い
て
、
促
進
す
る
と
動
脈
硬
化
を

誘
発
し
、
さ
ら
に
冠
状
動
脈
も
硬
化
し

て
虚
血
性
心
疾
患
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
身
体
に
い
ろ
い
ろ
な
、
合

併
症
を
誘
発
さ
せ
ま
す
。
な
か
で
も
血

管
系
の
合
併
症
に
は
特
に
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
に
な
る

と
、
眼
底
に
糖
尿
病
性
網
膜
症
な
ど
の

よ
う
に
小
血
管
に
出
血
を
起
こ
し
た
り

し
ま
す
が
、
心
臓
の
冠
動
脈
や
、
全
身

の
動
脈
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
こ

れ
は
糖
尿
病
と
い
う
病
気
が
、
た
だ
た

ん
に
糖
に
関
す
る
代
謝
異
常
だ
け
で
な

く
、
広
汎
な
栄
養
素
全
体
の
代
謝
異
常

を
き
た
し
、
血
液
中
の
脂
質
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
か
ら
で
す
。
し
か
も
、
こ
の

脂
質
の
代
謝
異
常
は
動
脈
硬
化
の
原
因

に
な
る
の
で
、
心
臓
に
栄
養
分
を
送
る

役
目
の
冠
動
脈
の
硬
化
を
ま
ね
き
、
虚

血
性
心
疾
患
を
ひ
き
起
こ
し
た
り
し
ま

す
。　
肥
　
満

箇、、ザ、』

肥
（
σ
隻

も
）

　
　
　
ノ

㌧
・
「
罵
脅

　
一
3

か》

o
o　

・

　タ
㌶4

　
肥
満
は
、
普
通
の
人
よ
り
余
分
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
た
め
、
身
体
の

あ
ら
ゆ
る
臓
器
に
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
心
臓
は
、
血

液
を
身
体
の
末
端
ま
で
送
り
こ
ま
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
肥
満
分
だ
け
負
担
が
多

く
な
り
、
高
血
圧
や
心
臓
肥
大
を
ひ
き

起
こ
し
が
ち
で
す
。
ま
た
肥
満
体
は
脂

肪
過
剰
の
状
態
に
あ
る
た
め
に
、
心
臓

に
も
脂
肪
が
付
着
し
て
脂
肪
心
と
な
る

な
ど
、
心
臓
の
働
き
を
弱
め
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
肥
満
は
、
こ
の
他
に
血

液
中
に
含
ま
れ
て
い
る
脂
質
の
代
謝
に

も
異
常
を
き
た
し
、
冠
状
動
脈
の
硬
化
、

狭
心
症
や
心
筋
硬
塞
に
な
り
や
す
く
、

肥
満
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
心
臓
疾
患

の
予
防
に
と
っ
て
大
切
で
す
。

戸
籍
の
窓
口
か
ら

十
一
月
受
付
分
（
受
付
順
）

蒔
っ
こ
ん
湊

お
め
で
ζ
つ
員
衡

高
橋
正
二
・
柳
裕
子
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
年
佐

西
片
武
男
・
関
谷
則
子
　
菅
刈
　
田
端

矢
澤
益
雄
・
米
持
春
子
　
峠
　
五
保
佐

中
村
和
男
・
佐
藤
美
奈
子
　
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
太
郎

佐
藤
一
徳
・
牧
田
一
美
　
室
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
住
宅

市
川
　
等
・
大
口
み
つ
子
　
池
之
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
屋

大
久
保
与
次
・
池
上
京
子
　
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
宗
塚
住
宅

樋
口
友
美
・
関
谷
松
美
　
松
代
じ
ぜ
ん

紡
蓑
乃
奪

　
　
　
　
父
三
郎

若
月
裕
美
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
京
子

　
　
　
　
父
直
又

櫻
澤
祐
一
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
幸
枝

　
　
　
　
父
光
雄

吉
峰
崇
雄
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
晶
子

　
　
　
　
父
辰
雄

市
川
　
愛
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
ち
よ
子

婆
み
撫

関
谷
ト
キ
　
八
七
才

高
橋
貞
正
　
五
〇
才

櫻
澤
サ
ダ
　
八
七
才

井
上
仁
作
　
八
一
才

萬
羽
タ
ッ
　
八
七
才

鈴
木
フ
ミ
　
五
三
才

山
賀
タ
ツ
　
九
五
才

若
山
文
司
　
六
七
才

松
代
善
宗
塚
住
宅

松
代
宮
沢
入
住
宅

太
平
鉄
道
公
団

松
代
橘

屋

千
年
　
孫
兵
衛

莇
平
　
旭
　
屋

諏
訪
峠
　
隠
居

寺
田
　
平
　
蔵

松
代
　
大
槙
屋

松
代
　
仙
之
助

小
荒
戸
杉
ノ
沢

室
野
さ
ん
ね
ん

人ロのうこき

　　　12月1日現在
世帯数1，867（一9）

人口男3．559←13）

　女　3．599　（一8）

　　計7，158←21）

死亡　8

転出28
減計36

出生　4

転入11
増計15

（5）



貧
　
血

血劣
◎

　
心
臓
疾
患
の
誘
因
の
ひ
と
つ
に
貧
血

が
あ
り
ま
す
。
貧
血
が
、
な
ぜ
心
臓
に

と
っ
て
関
り
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
少

な
い
血
液
を
、
よ
り
多
く
全
身
に
送
り

こ
も
う
と
す
る
た
め
に
、
心
臓
は
普
通

以
上
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の

よ
う
な
た
え
ず
酷
使
さ
れ
る
状
態
が
長

く
続
く
と
、
心
肥
大
や
心
臓
の
弁
膜
に

異
常
が
起
こ
る
の
で
す
。

☆
心
臓
病
に
な
ら
な
い
た

　
　
め
の
日
常
生
活

①
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
な
く
そ
う
。

　
　
こ
う
奮
し
た
り
怒
っ
た
り
す
る
と
、

　
心
臓
発
作
を
誘
発
し
ま
す
。
緊
張
や

　
ス
ト
レ
ス
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
適

　
当
に
気
分
転
換
を
は
か
り
、
気
持
の

　
落
ち
つ
い
た
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

②
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
。

　
　
夜
ふ
か
し
は
心
臓
に
負
担
を
か
け

　
ま
す
。
睡
眠
と
休
養
を
十
分
と
り
ま

　
し
ょ
う
。

③
寒
さ
に
気
を
つ
け
よ
う
。

　
　
冷
た
い
風
に
あ
た
っ
り
す
る
と
、

　
心
臓
発
作
を
誘
発
し
ま
す
。
外
出
は

　
暖
か
い
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
ト
イ
レ
で
の
事
故
を
防
ご
う
。

　
　
ト
イ
レ
で
排
便
後
、
排
尿
後
に
発

　
作
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と

　
く
に
血
圧
の
高
い
人
や
、
心
疾
患
の

　
既
往
の
あ
る
人
の
夜
間
の
用
た
し
は
、

　
シ
ビ
ン
を
使
う
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ

　
う
。

⑤
階
段
の
上
り
お
り
や
、
重
い
荷
物
に

　
ご
用
心

　
　
階
段
を
の
ぼ
る
時
や
、
重
い
荷
物

　
を
持
っ
た
り
す
る
と
き
は
、
心
臓
に

　
負
担
を
か
け
ま
す
。
と
く
に
こ
の
よ

　
う
な
と
き
に
狭
心
症
発
作
が
多
く
お

　
こ
り
ま
す
。
階
段
を
の
ぼ
る
と
き
は
、

　
や
す
み
や
す
み
、
ゆ
っ
く
り
登
り
ま

　
し
ょ
う
。
ま
た
あ
ま
り
重
い
も
の
を

　
持
た
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
タ
バ
コ
を
ひ
か
え
よ
う
。

　
　
喫
煙
時
に
心
臓
発
作
が
起
こ
る
例

　
か
ら
み
て
も
、
ま
た
、
タ
バ
コ
に
は

　
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
作
用
が
あ

　
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
で

　
き
れ
ば
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

⑧
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　
　
酒
は
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
作
用
が
あ

　
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
過

　
度
の
飲
酒
は
、
肝
疾
患
や
ア
ル
コ
ー

　
ル
中
毒
の
原
因
と
も
な
り
、
心
臓
に

　
も
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ほ
ど
ほ
ど

　
に
。

⑨
食
事
の
と
り
方
に
注
意
し
ょ
う
。

　
。
塩
分
の
摂
取
を
ひ
か
え
め
に
。

　
　
　
食
塩
の
作
用
は
体
内
に
水
分
を

　
　
蓄
積
さ
せ
、
循
環
血
液
量
を
増
し

　
　
ま
す
。
こ
の
た
め
心
臓
負
担
が
増

　
　
加
し
ま
す
の
で
大
敵
で
す
。
と
く

　
　
に
心
臓
の
既
往
の
あ
る
人
に
は
、

　
　
む
く
み
の
原
因
と
な
り
、
心
不
全

　
　
を
ひ
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

　
　
す
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
。

　
　
　
野
菜
や
く
だ
も
の
な
ど
に
は
、

　
　
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
含

　
　
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
に
か
た
よ

　
ら
な
い
十
分
な
蛋
白
と
適
切
な
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

　
　
ロ
リ
ー
の
あ
る
食
事
を
と
る
よ
う

　
　
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑩
肥
満
を
な
く
そ
う
。

　
　
心
要
以
上
の
糖
質
や
脂
肪
分
の
摂

　
取
は
、
肥
満
を
ま
ね
き
ま
す
。
甘
い

　
物
は
ひ
か
え
、
適
度
の
運
動
に
つ
と

　
め
ま
し
ょ
う
。

騰
慧
懸
懸

　
役
場
で
行
な
っ
て
い
る
、
出
稼
検
診

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た

　
　
　
一
度
心
臓
の
検
査
を
受
け
て
下

撒
雛
難
灘
難
，
…
　

ヌヌヌヌズヌズソンヌヌ

循
環
器
検
診
、
老
人
健
康
診
査
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。
又
、
つ
と
め
て
い
る

方
は
、
職
場
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

時
は
、

さ
い
。

　
①
息
切
れ
、
動
悸

②
胸
の
痛
み

　
③
胸
の
圧
迫
感
、
し
め
つ
け
ら
れ
る

　
　
よ
う
な
感
じ
。

④
む
く
み

⑤
呼
吸
困
難

⑥
脈
が
と
ぎ
れ
た
り
、
み
だ
れ
た
り

　
　
す
る
。

　
　≧
礪
傭
課
評
偏

　
行
な
い
ま
し
た
貧
血
検
査
は
何
も

　
通
知
の
な
か
っ
た
方
は
異
常
あ
り

　
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
尚
、
く
わ
し
い
結
果
の
知
り
た

　
い
方
は
、
役
場
衛
生
係
か
保
健
婦

　
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
●
い
。

　
す
で
に
新
聞
等
で
ご
存
知
の
と
お
り

四
年
ぶ
り
に
制
度
全
般
を
見
直
し
た
国

民
年
金
法
の
改
正
案
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
当
初
、
昭
和
五
十

六
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
年
金
財
政

再
計
算
を
一
年
早
め
て
今
年
度
に
実
施

し
た
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
改
善
で
は
、
昭

和
五
十
一
年
度
以
後
に
お
け
る
社
会
経

済
の
変
動
や
国
民
生
活
の
動
向
な
ど
を

勘
案
し
、
年
金
給
付
な
ら
び
に
保
険
料

負
担
の
両
面
に
わ
た
っ
て
、
制
度
全
般

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
改
正
法
の
要
点
は
①
こ
れ
ま
で
の
物

価
ス
ラ
イ
ド
も
含
め
た
新
し
い
給
付
水

準
を
決
め
た
こ
と
②
母
子
、
準
母
子
年

金
に
月
額
一
五
、
○
○
○
円
の
加
算
制

度
を
創
設
し
た
こ
と
③
給
付
改
善
の
見

返
り
と
年
金
財
政
の
見
直
し
を
行
っ
た

た
め
の
保
険
料
額
の
改
定
④
福
祉
年
金

の
引
き
上
げ
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
月
々
の
保
険
料
は
、
来
年
四

月
よ
り
、
定
額
分
・
三
、
七
七
〇
円
が

四
、
五
〇
〇
円
に
、
付
加
加
入
者
は
、

四
、
一
七
〇
円
が
四
、
九
〇
〇
円
に
改

正
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
一
年
分
一
括
納
入
さ
れ
る

場
合
、
定
額
分
で
、
五
二
、
七
〇
〇
円

（
一
、
三
〇
〇
円
割
引
き
）
、
付
加
加

入
者
、
五
七
、
三
八
○
円
（
一
、
四
二

〇
円
割
引
き
）
と
な
り
、
納
入
方
法
は

農
協
口
座
引
落
し
と
窓
口
払
い
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
後
ほ
ど
、
前
納
希
望
を

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
取
り
ま
と
め
ま
す

の
で
、
今
の
う
ち
か
ら
家
庭
内
で
話
し

合
わ
れ
る
こ
と
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。



改善された国民年金のポイント

年金　の　種類　な　ど 現行額（月額） 改正後（月額） 実施年月日

拠
　
　
　
出
　
　
　
年
　
　
　
金

老齢年金

・25年年金 39，225円 42，000円 嗣55．7．1

・10年年金 24，741円 26，550円 ’

・　5年年金 　20，108円
（8月から）

21，600円
22，600円

　〃
55．8．1

障害年金
・1　　級 49，792円 52，250円 55．7．1

・2　　級 39，833円 41，800円 〃

子らが1人のとき加
算額の引上げ 39，833円 41，800円 4

母子・準母子・

遺児年金
・第2子 2，000円 5，000円 〃

・第3子以後 400円 2，000円 〃

母子・準母

子年金

・母子・準母子加算
一 15，000円 55．8．1

・他の公的年金との
調整

支給停止率は1／3 支給停止率は2／5 55．10．31

ただレ現在の年金受給者の停止率は1／3のまま

寡婦年金 ・支給条件の改善 届出婚が10年以上
継続している。

事実婚（内縁関係）
でもよいことになった 55．7．1

死亡一時金 ・支給条件の改正 母子・準母子年金に
支給していた

母子・準母子年金は
支給しない

55．10．31

保　険　料 ・定額保険料の改定
3，770円 4，5QO円 56．4．1

．その後は毎年4月に段階的に引き上げる

福
　
　
　
祉
　
　
　
年
　
　
　
金

老齢福祉
年　　　金

・明治44年4月1日
以前に生まれた人 20，000円 22，500円 55．8．1

障害福祉
年　　　金

・1　級 30，000円 33，8ρ0円 〃

・2　級 20，000円 22，500円 β

母子・準母

子福祉年金

子らが1人のとき加
算額の引き上げ 26，000円 29，300円 夕

・第2子 2，000円 5，000円 ’

・第3子以後 400円 2，000円 々

老齢・母子・

準母子福祉
年　　　金

・他の公的年金との
併給制限限度額 （年）410，000円 （年）450，000円 ダ

所得制限
限　度　額
（本　人）

・老齢・障害福祉年
金（失婦の場合） （年収）　208万円 （年収）　216万円 〃

・母子・準母子福祉
年金（子1人の場
合）

　●
（年収）　347万円 （年収）　361万円 ’

羅
聾
萎
狽
ガ
餐
＊

認
雰
＊
輿
輿
＊
認
＊
輿
輿

改
踏
賢
塗
纏
、
…
奏
膨
憩

　
民
生
委
員
の
任
期
は
3
年
と
な
っ
て

お
り
、
昨
年
H
月
で
前
の
方
々
の
任
期

が
終
り
、
1
2
月
1
日
で
新
し
い
民
生
委

員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
の
民
生
委
員
の
定
数
は
1
8
名

で
、
別
表
の
と
お
り
各
地
区
を
担
当
し

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼
ね
て
お

り
、
生
活
困
難
な
場
合
、
身
体
障
害
者
、

精
神
薄
弱
者
、
老
人
、
母
子
等
の
福
祉

の
外
、
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
が

ら
に
つ
い
て
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
相

談
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。　
そ
の
仕
事
を
進
め
る
に
当
っ
て
は
、

個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
上
に

関
す
る
秘
密
は
守
り
、
差
別
的
な
取
扱

い
を
す
る
こ
と
な
く
、
又
そ
の
職
務
上

の
地
位
を
政
治
的
目
的
に
利
用
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
自
身
に
、
又
地
域
に

前
に
掲
げ
た
よ
う
な
こ
と
で
、
問
題
が

新しく委嘱された民生委員

あ
り
ま
し
た
ら
地
区
担
当
の
民
生
委
員

に
ご
相
談
下
さ
い
。

担　当　部　落
民　　　生　　　委　　　員

氏　　　名 住　所 電　　話

松代 樋ロマツノ 松　代 7－2117
小荒戸太平．菅瓢田沢 市川　　藤蔵 田　沢 7－7338
小屋丸池之畑。下山 柳　　　文雄 小屋丸 7－9696
千年池尻 柳　　　栄策 千　年 7－8746
会沢．蓬平 小堺政之助 蓬　平 7－9422
清水。桐山 秋山　　智義 清　水 7－9573
東山。海老 石沢　　辻子 海　老 7－9740
犬伏中予苧島 山本　　貞雄 犬　伏 7－7526
孟地片桐山滝沢 佐藤　　正義 滝　沢 7－7551
田野倉．仙納　田代 池田　　正利 田野倉 7－8566
莇平小貫 小山　　直治 小貫 7－8253
寺田．諏訪峠 山岸　　健吉 寺　田 7－8506
蒲生．名平 小堺　　又七 蒲　生 7－8278
儀明 小堺　　欣一 儀　明 7－8442
奈良立福島 堀川千代子 奈良立 8－4492
室野 関谷　　秀夫 室　野 8－4516
竹所．木和田原 佐藤　　信忠 竹　所 8－2123
濁．峠 牧田　　カツ 峠 8－2086
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冬休みを迎えて

松代中学校生活指導部
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冬
休
み
を
目
前
に
し
て
、
三
五
六
名

の
中
学
生
は
立
派
な
校
舎
で
生
活
で
き

る
こ
と
を
感
謝
し
な
が
ら
、
「
わ
が
校
は

き
れ
い
な
校
舎
に
よ
い
生
徒
」
、
　
「
よ

い
環
境
比
較
さ
れ
る
ぞ
そ
の
中
味
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
学
校
生
活

の
充
実
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
国
的
な
よ
う
す
か
ら
い

え
ば
、
最
近
の
中
学
生
の
生
活
や
動
向

は
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
も
見
ら
れ
る
通

り
、
決
し
て
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
よ

い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
げ
さ

ま
で
松
代
中
学
校
の
生
徒
は
家
庭
や
P

T
A
の
方
々
な
ど
の
行
き
届
い
た
ご
配

慮
に
よ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な
問

題
行
動
を
起
こ
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

関
係
者
と
し
て
は
い
っ
そ
う
心
を
引
き

締
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
さ
し
当
っ
て
冬
季
休
業
の

指
導
事
項
の
一
端
を
掲
げ
て
、
み
な
さ

ま
の
暖
か
く
幅
広
い
ご
協
力
を
仰
ぎ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
そ
の
第
一
は
、
新
年
と
い
う

大
切
な
節
目
を
も
っ
た
こ
の
休
み
を
ど

う
過
す
か
と
い
う
め
あ
て
を
し
っ
か
り

と
持
た
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
冬

休
み
を
単
な
る
骨
休
め
に
終
わ
ら
せ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
新
し
い
飛
躍
へ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
い
く
か
の
別
れ
道
に
立

っ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
こ
と
を
よ
く
考
え
さ
せ
て
、
　
「
め
あ

て
の
あ
る
計
画
的
で
自
律
的
な
生
活
」

を
創
造
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
生
徒
会
活
動

や
学
級
指
導
の
時
間
を
通
し
て
充
分
な

話
し
合
い
と
指
導
が
な
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
何
と
い
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
の

認
識
と
自
覚
が
大
切
な
こ
と
は
言
う
ま

無
．弾

蓄
黙
薪
薯
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笈
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冥
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鶉

譲
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峯
ヤ
、
賜
、
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、
　

潜
．
・
転
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∴
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嚢
蚤
．

舜
魯
懇
響
慧
ぎ
針

．
，
駅
．
．

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同
時
に
周

囲
の
思
い
や
り
の
あ
る
見
守
り
と
励
ま

し
が
ど
れ
だ
け
有
効
に
作
用
す
る
か
も

疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
つ
ぎ
に
、
お
も
な
指
導
事
項
を
列
挙

し
て
み
ま
す
と
、

”
　
充
実
し
た
生
活
の
実
践
ー
「
進
ん

　
で
自
己
を
高
め
る
た
め
、
よ
い
生
活

　
設
計
を
た
て
ま
し
ょ
う
。
」

別
　
学
習
の
充
実
1
「
自
分
の
立
て
た

　
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、
学
力
の
向

　
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
」

別
　
健
康
生
活
の
確
保
1
「
規
則
的
な

　
生
活
を
実
行
し
、
心
身
の
健
康
増
進

　
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
」

ω
　
雪
害
等
の
事
故
防
止
ー
「
危
険
な

　
こ
と
か
ら
、
自
分
で
自
分
の
身
を
守

　
る
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。
」

励
　
問
題
行
動
の
未
然
防
止
ー
「
自
分

　
か
ら
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に

　
遭
わ
な
い
強
い
決
意
を
も
ち
ま
し
ょ

　
う
。
」

a
　
家
庭
生
活
の
充
実
ー
「
家
族
の
一

　
員
と
し
て
の
自
覚
を
い
っ
そ
う
高
め
、

　
家
庭
の
団
ら
ん
に
努
め
ま
し
ょ
う
凶

の
　
生
徒
心
得
の
遵
守
1
「
よ
い
生
活

　
の
実
践
と
事
故
防
止
の
た
め
、
進
ん

　
で
き
ま
り
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
」

a
　
届
出
・
承
認
事
項
の
手
続
ー
「
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
故
防
止
の
た
め
、
定
め
ら
れ
た
手
続

　
き
を
き
ち
ん
と
と
り
ま
し
ょ
う
。
」

な
ど
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
で
項
目
ご

と
の
中
心
目
標
だ
け
を
掲
げ
て
み
ま
し

た
。
こ
の
中
心
目
標
の
理
解
が
土
台
と

な
っ
て
具
体
的
な
「
め
あ
て
」
が
考
え

ら
れ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　
例
え
ば
、
②
の
学
習
の
項
目
で
い
え

ば
、
①
学
習
帳
等
課
題
の
計
画
的
処
理

②
一
定
量
の
学
習
時
間
の
確
保
　
③
書

初
め
や
読
書
へ
の
配
慮
　
④
教
科
学
習

へ
の
重
点
対
策
な
ど
が
と
り
上
げ
ら
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
励
、
の
の
項
目
で
い
え
ば
、

①
外
出
時
の
服
装
　
②
外
出
時
間
（
小

正
月
の
鳥
追
い
行
事
を
ふ
く
め
て
）
の

遵
守
　
③
保
護
者
の
外
出
許
可
　
④
浪

費
の
自
粛
　
⑤
危
険
、
有
害
な
遊
び
の

排
除
　
な
ど
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
具
体
的
な
問
題
の
細
部
に
わ
た

っ
て
指
導
を
し
、
さ
ら
に
P
T
A
で
も

ご
協
力
を
願
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
と
は
い
う
も
の
の
休
業
が
迫
っ
て
く

る
と
、
「
非
行
の
低
年
令
化
、
周
辺
地
域

へ
の
拡
散
、
潜
在
化
（
悪
質
化
）
．
：
．
．
」

な
ど
の
こ
と
が
頭
を
か
す
め
ま
す
σ

学
校
も
親
と
同
じ
で
「
う
ち
の
生
徒
に

限
っ
て
…
…
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
世

間
一
般
の
傾
向
か
ら
み
て
看
過
で
き
な

い
と
い
う
気
持
ち
も
打
ち
消
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
「
非
行
に
は
必
ず
原
因
と
兆
候
が
あ

る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な

問
題
に
な
ら
な
い
小
さ
な
芽
生
え
の
う

ち
に
対
処
し
た
い
と
い
う
の
が
共
通
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
の
　
　
　
　

願
い
で
す
。
　
「
学
校
へ
ま
ね
る
」
と
い

う
の
は
誰
し
も
跨
躇
す
る
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
が
、
　
「
み
ん
な
で
力
を
協
せ
て
子

ど
も
を
健
全
に
育
て
る
」
と
い
う
立
場

か
ら
、
　
「
愛
の
一
声
」
に
は
じ
ま
る
日

常
の
ご
指
導
と
学
校
へ
の
早
急
な
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
の
子
も
こ
の
子
も

わ
が
子
と
同
じ

地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う



広域消防組合の

財政
　
●
　
”は況状

　
19
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
上
越
地

域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
で
す
。

　
今
回
は
昭
和
図
年
度
の
決
算
見
込
み

と
昭
和
5
5
年
度
上
半
期
（
9
月
末
ま
で
）

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

留
度
決
算
（
見
込
み
）

・
歳
入
　
一
七
億
三
、
七
〇
四
万
円

図
藷
一
七
億
「

㊥
⑳

八
一
九
万
円

八
八
五
万
円

。
分
担
金
及
び
負
担
金

一
一
億
五
、
六
六
八
万
円
、
6
6
・
6
％

（
松
代
町
か
ら
は
四
、
三
九
九
万
七
千

円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
）

。
財
産
収
入

　
　
七
、
五
四
八
万
円
　
4
・
3
％

・
繰
越
金

　
　
二
、
四
八
五
万
円
　
1
・
4
％

・
諸
収
入
・
使
用
料
及
手
数
料
・
国
庫

支
出
金
な
ど

　
　
二
、
二
二
五
万
円
　
1
・
3
％

⑧
㊥

・
人
件
費

一
〇
億
一
、
五
一
一
万
円
　
59
・
1
彩

・
積
立
金

四
億
五
、
八
三
四
万
円
　
2
6
・
7
彩

・
物
件
費

　
　
九
、
八
一
三
万
円
　
5
・
7
％

・
建
設
事
業
費

　
　
六
、
四
一
七
万
円

・
公
債
費

　
　
三
、
九
六
一
万
円

。
維
持
補
修
費
・
補
助
費
等

　
　
四
、
二
八
三
万
円

3
・
7
％

2
・
3
％

2
・
5
％

蓼
度
上
半
期
の
財
政
状
況

・
歳
入
予
算
額

　
　
一
九
億
四
、
四
三
五
万
円

。
九
月
末
現
在
収
入
済
額

　
　
　
七
億
五
、
五
三
六
万
円

・
支
出
済
額

　
　
　
六
億
五
、
二
四
一
万
円

　
支
出
額
の
う
ち
署
員
の
給
料
等
の
総

務
管
理
費
が
六
億
四
、
〇
一
六
万
円
と

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
財
産
の
状
況
は
、
土
地
三
、
八
二
一

，
那
、
建
物
（
15
棟
）
四
、
九
四
〇
、
η
、

自
動
車
5
2
台
、
有
価
証
券
三
七
六
万
円
、

基
金
五
億
九
、
六
三
九
万
円
、
借
入
金

一
億
三
、
四
七
六
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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松
苧
神
社
考
⑥

難難
麓
灘
繊
擬

◎
赤
不
動
絵
馬

　
外
規
、
縦
一
ー
四
二
・
五
糎
　
横
六
五
・
五
糎

　
肉
規
、
縦
一
三
六
・
○
糎
横
五
八
・
五
糎

◎
青
不
動
絵
馬

　
外
規
、
縦
一
四
丁
五
糎
横
六
五
・
五
糎

　
内
規
、
縦
一
三
五
・
五
糎
横
五
九
・
○
糎

　
こ
の
絵
馬
は
、
東
頚
城
郡
を
代
表
す

る
文
化
財
と
し
て
昔
か
ら
注
目
さ
れ
、

越
佐
資
料
や
故
斉
藤
秀
平
氏
著
「
新
潟

県
史
」
に
も
の
せ
ら
れ
て
お
り
、
赤
不

動
枠
右
下
、
青
不
動
枠
左
下
に
『
願
主

玄
清
』
　
（
上
杉
房
能
の
後
継
ぎ
で
上
杉

家
八
代
目
の
定
実
の
法
名
）
の
又
字
が

楷
書
で
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
両
不
動
は
相
対
し
、
二
双
一
幅
の
構

成
で
、
描
線
は
墨
書
き
、
素
地
は
胡
粉

彩
色
で
、
赤
不
動
の
肉
身
は
朱
色
、
青

不
動
の
肉
身
は
緑
青
を
用
い
、
双
方
と

も
両
眼
は
金
彩
、
白
い
天
衣
を
翻
え
し

て
動
勢
を
示
す
異
色
の
も
の
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
額
の
裏
面
に
『
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）

九
月
初
九
日
玄
清
願
主
』
の
墨
書
が
あ

り
ま
す
。

　
絵
馬
の
素
材
は
、
杉
板
二
枚
を
つ
ぎ

合
わ
せ
、
枠
で
囲
ん
で
あ
り
、
分
国
時

代
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
そ
ら
く
越

後
国
在
住
の
絵
師
の
手
に
成
っ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
東
頚
城
郡
を
代
表
す
る
と

い
わ
れ
る
こ
の
貴
重
な
又
化
財
も
、
保

存
管
理
が
悪
か
っ
た
た
め
、
今
で
は
画

面
も
ほ
と
ん
ど
消
え
か
か
っ
て
お
り
、

「
腐
ち
る
に
任
せ
ら
れ
た
奥
社
に
放
置

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
、
昭
和
四
十
八
年
の
県
又
化
財
調
査

団
は
語
気
を
強
め
て
警
告
し
て
い
ま
す
。

　
誠
に
も
っ
て
恥
か
し
い
こ
と
、
言
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
季
発
句
・
百
吟
の
額

　
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
仲
冬
吉
祥
日

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
あ
り
、
選
者
は

関
漠
斎
祖
明
と
な
っ
て
お
り
、
北
越
雪

譜
の
著
者
鈴
木
牧
之
の
旬
ほ
か
が
献
額

さ
れ
て
い
ま
す
。
牧
之
研
究
家
に
と
っ

て
は
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
解
読
が
待
た
れ
ま
す
。

新潟県消費者生活センター

　　　テレホンサービス1月分予定表（正午切替え）

　　　1日～　5日　クリーニングで輪じみが出た訪問着　　　　、
　　　5日～8日物価安定推進運動にっし、て　　　ダイヤルしましょう
　　　8日～12日　圧刀なべの選び方と使い方
　　12日～16日暖房器具の低温やけど　　　　　　　（0252）67－7000
　　16日～19日　消費生活相談事例
　　19日～22日　クリr’ニソグの取引条件等に関する自主基準　　　　　　　　　　　　．
　　22日～26日石油製品の価格動向　　　　　　　　今すぐ役立つ消費者情報

19）26日～29日　消費生活相談事例　　　　　　　　　「ハイ県くらしのダイヤルです」
　　29日～31日　合成皮革の知識
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我

家田
野
倉

　
（
ち
ょ
う
ざ
い
も
ん
）

　
　
池
田
き
み
子

　
我
家
は
、
五
人
家
族
で
す
。

八
十
才
に
近
い
祖
父
、
小
学
二
年
の
長

男
、
五
才
の
長
女
、
主
人
、
私
で
す
。

　
三
年
前
位
ま
で
は
、
祖
父
は
と
て
も

丈
夫
で
、
山
の
仕
事
は
、
全
部
や
っ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。

　
血
圧
が
高
く
な
り
入
院
、
目
の
白
内

障
で
手
術
を
し
て
さ
ら
に
入
院
し
て
か

ら
は
、
山
の
仕
事
は
、
私
達
の
手
に
ま

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
祖
父
に
、
た
よ
っ
て
ば
か
り

い
た
の
で
こ
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
年
は
日
照
り
で
、
あ
ぜ
や
田
の

中
に
ま
で
ヒ
ビ
が
入
り
、
今
年
は
、
長

雨
と
、
稲
作
は
、
思
う
よ
う
に
な
ら
ず

今
さ
ら
な
が
ら
大
変
な
仕
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
子
供
が
小
さ
い
の
で
手
伝
い
な
ど
は

し
な
く
、
遊
ぶ
方
が
忙
が
し
い
よ
う
で

す
。　
で
も
、
健
康
で
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と

思
っ
て
見
て
い
ま
す
。

冬
の
訪
れ

池
之
畑
（
鉄
京
）

　
　
　
山
賀
け
い
子

　
十
一
月
三
日
、
私
達
池
之
畑
、
小
屋

丸
部
落
の
人
達
は
、
出
稼
ぎ
者
を
送
る

餅
つ
き
大
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
十
三

年
前
に
始
め
ら
れ
た
こ
の
大
会
は
、
今

年
も
盛
大
に
続
い
て
い
ま
す
。
両
部
落

は
合
わ
せ
て
も
二
十
三
軒
く
ら
い
で
す

が
、
朝
の
八
時
半
か
ら
三
時
頃
ま
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
又
、
こ
の
日
は
又
化
祭

も
一
緒
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
子
供
達
の

作
品
、
若
妻
の
作
品
、
置
き
物
ク
ラ
ブ
、

園
芸
ク
ラ
ブ
の
作
品
な
ど
教
室
の
中
は

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
特
に
園
芸
ク

ラ
ブ
の
方
々
は
、
部
落
の
お
祭
り
の
時

に
も
公
民
館
を
に
ぎ
や
か
に
飾
っ
て
く

れ
ま
す
。
八
時
半
に
学
校
に
集
っ
て
、

全
員
で
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
マ
ラ
ソ
ン
を

し
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
が
終
る
と
、
い
よ

い
よ
子
供
達
の
楽
し
み
に
し
て
い
る
餅

つ
き
大
会
で
す
。
う
す
が
三
組
も
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
出
さ
れ
、
子
供
達
も
大
人
も

変
る
が
わ
る
餅
を
つ
き
ま
す
。
婦
人
会

の
用
意
し
た
漬
物
を
お
か
ず
に
、
酒
を

く
み
か
わ
し
た
り
、
歌
っ
た
り
し
ま
す
。

子
供
達
と
の
ふ
れ
合
い
の
場
の
ひ
と
つ

と
な
り
、
冬
の
間
、
出
稼
ぎ
に
行
く
人

達
に
と
っ
て
最
後
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
か
ら
大
切
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
の
家
は
子
供
達
三
人
、

祖
母
と
父
さ
ん
と
私
の
六
人
家
族
で
す
。

今
は
遠
く
京
都
へ
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る

父
さ
ん
は
、
家
で
は
一
年
生
の
男
の
子

と
相
撲
や
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
出
稼
ぎ

に
行
く
日
が
近
づ
く
と
男
の
子
は
、
心

な
し
か
う
つ
な
き
か
げ
ん
に
な
り
ま
す
。

で
も
今
は
、
五
人
で
お
父
さ
ん
が
正
月

に
帰
っ
て
来
る
の
を
指
よ
り
数
え
て
、

待
っ
て
い
る
私
達
家
族
で
す
。

”
紹
介
し
ま
す
”

文
化
協
会
シ
リ
ー
ズ
④

犬
伏
裸
太
鼓

　
代
々
が
犬
伏
裸
太
鼓
を
引
き
継
い
で

か
ら
8
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
こ
の
裸

太
鼓
と
は
、
毎
年
8
月
17
日
夜
に
行
な

わ
れ
る
犬
伏
裸
祭
り
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ

る
も
の
で
、
非
常
に
威
勢
よ
く
、
且
つ

勇
壮
な
バ
チ
さ
ば
き
で
、
ふ
ん
ど
し
姿

で
松
苧
神
社
御
祭
禮
と
書
か
れ
た
灯
燈

を
か
つ
ぐ
若
衆
達
の
気
勢
を
、
一
段
と

盛
り
上
げ
て
く
れ
る
太
鼓
で
あ
り
ま
す
。

子
供
裸
太
鼓
は
、
こ
の
裸
太
鼓
を
も
と

に
現
在
こ
の
会
の
会
長
で
あ
る
小
島
務

氏
が
考
案
さ
れ
形
を
つ
く
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
2
年
程
前
か
ら
練

習
を
始
め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
子
供

達
も
非
常
に
熱
心
で
、
練
習
日
以
外
の

日
で
も
お
家
で
バ
チ
を
ふ
り
ま
わ
し
一

生
懸
命
や
っ
て
る
よ
う
で
、
今
で
は
又

字
通
り
代
々
の
方
が
尻
を
叩
か
れ
て
い

る
み
た
い
で
あ
り
ま
す
。
犬
伏
に
は
ほ

か
に
犬
伏
笠
踊
り
が
あ
り
ま
す
が
、
両

方
と
も
重
複
し
て
お
る
メ
ン
バ
ー
が
大

半
で
す
の
で
、
一
緒
に
練
習
、
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
子
供
達
も
今
度
は
笛

や
踊
り
も
覚
え
た
い
と
言
っ
て
お
り
、

代
々
も
益
々
、
は
り
き
っ
て
練
習
し
、

代
々
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
過
疎
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
中
で
、

こ
の
裸
太
鼓
は
犬
伏
の
明
る
い
話
題
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
方
の
暖
か
い
御
声
援
を
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
犬
伏
裸
太
鼓
　
柳
誠
一
）



置一

　　　　　かセ
本は心の粘

巨区に「公民館文庫」7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫

　
情
報
化
社
会
と
い
わ
れ
、

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
現
在
、

む
習
慣
を
身
に
つ
け
、

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
好
き
な
小
説
を
読
ん
だ
り
、

　
　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◇
◎
◎
◎

　
　
生
涯
教
育

　
　
　
本
を
読

活
字
に
親
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
を
通

し
て
知
る
楽
し
さ
を
大
い
に
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
町
公
民
館
図
書
室
で
は
、
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
も
っ
と
手
軽
に
図
書
を
利

用
い
た
だ
く
た
め
、
町
内
六
か
所
に
、

「
地
区
公
民
館
又
庫
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
従
来
よ
り
少
し

は
利
用
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

◎
設
置
場
所

　
松
代
町
農
協

　
　
　
奴
奈
川
支
所

松
代
町
農
協

　
　
山
平
支
所

　
清
水
小
学
校
、
孟
地
小
学
校

　
海
老
分
校
、
池
之
畑
公
民
館

、
室
野
地
区
と
蒲
生
地
区
の
場
所
が
変
更
ノ

〆
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
　
＼

◎
貸
し
出
し
方
法

　
・
ひ
と
り
一
回
に
つ
き
一
冊
で
す
。

　
・
期
間
は
、
四
日
間
と
す
る
。

　
．
「
貸
し
出
し
ノ
ー
ト
」
に
記
入
す

　
　
る
。

　
・
本
人
が
直
接
借
り
る
。

　
又
庫
は
、
二
か
月
に
一
度
入
れ
替
え

を
行
な
い
ま
す
。
　
（
偶
数
月
の
末
日
）

　
図
書
一
覧
表
は
、
設
置
場
所
に
明
示

し
て
あ
り
ま
す
。
青
年
か
ら
高
齢
者
ま

で
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
趣
味
や

日
常
の
く
ら
し
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

O
．
．
．
O
．
．
．
O
：
．
O
．
．
．
O
．
．
．
O
…
O
．
．
．
O
：
・
O
．
．
．
O
；
・
O
・
：
O
：
・
9
：
？
：
0
：
・
O
：
・
0
9
：
0
；
・
0
；
●
O
；
●
？
●
・
O

　
第
3
回

　
　
東
部
剣
道
大
会

　
去
る
1
1
月
8
日
、
松
代
と
松
之
山
の

剣
道
連
盟
に
よ
る
東
部
大
会
が
、
松
代

小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
十
五
名
の
若
い

剣
士
に
よ
る
熱
闘
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○
団
体
戦
○

　
　
　
松
代

大副中次先
将将堅峰峰

柳
　
　
茂
コ
メ
メ

関
谷
隆
史
コ
コ

柳
　
　
久
コ

小
堺
久
雄
メ

柳
　
一
則
メ
メ

○
個
人
戦
○

優
勝
　
　
柳
　
一
則

二
位
　
　
柳
　
　
茂

三
位
　
　
関
谷
隆
史

三
位
　
　
村
山
　
武

　
松
之
山

佐
藤
　
至

村
山
　
武

村
山
恵
一

久
保
田
雅
夫

高
橋
良
一

電
話
番
号

変
更
の
お
知
ら
せ

ー
電
報
電
話
局
i

　
七
月
よ
り
十
一
月
ま
で
に
、
新
設
・

変
更
さ
れ
た
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〔
新
設
〕

松
苧
神
社
工
事
事
務
所

　
　
　
　
　
　
七
ー
二
五
四
四

大
滝
工
務
店
　
七
ー
二
五
四
七

石
井
正
夫
　
　
七
⊥
一
五
三
八

新
保
　
弘
　
　
七
⊥
五
三
九

山
陽
電
気
工
事
七
⊥
一
三
〇
〇

　　　　松
ノ，ノ1，ノノノ，

　　　　代

新
潟
電
話
工
業
松
代
工
事
事
務
所

　
　
　
　
　
　
七
1
二
五
四
八

佐
藤
一
徳
　
　
八
⊥
二
三
七

忠
海
畳
店
工
場
八
ー
二
一
三
二

〔
変
更
〕

相
沢
重
機

市
川
一
郎

柳
　
　
武

嶋
田
愛
子

若
井
三
好

柳
　
仙
一

佐
藤
忠
孝

中
村
悌
一

小
林
繁
由

市
川
一
太
郎

小
堺
正
夫

小
堺
直
一
郎
，

仲
村
ヨ
イ

室福

島野

七七七七七七七七七七七七七
l　I　l　I　I　l　l　l　I　I　l　l　l

八二二九九二九八八二二二二
七五五六一五一七三五五五五
七三三五四三二九四三四四四
二六六二九五七一一七一〇五

．．儀襲．田清千池千．．松

　　明畑　代水年尻年　　代

蒲
生
小
学
校
寺
田
分
校

　
　
　
　
　
　
七
1
二
三
〇
六

孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

　
　
　
　
　
　
七
ー
二
三
一
二

孟
地
小
学
校
海
老
分
校

　
　
　
　
　
　
七
ー
二
三
二

山
本
熊
次
郎

米
持
春
行

鈴
木
九
仁
義

村
山
寿
平
次

七
1
七
二
六
五

八
－
二
一
二
六

八
－
二
一
二
八

八
－
＝
三
一

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
八
ー
二
四
五
〇

斉
木
信
太
郎

佐
藤
五
作

谷
沢
　
定

山
岸
勇
市

八
ー
四
六
九
一

八
⊥
二
二
七

八
ー
四
四
…
二

寺
田

滝
沢

　室犬海
ノ’　　ノノ

　野伏老

　
〃
　
〃竹
所

　
濁

八
ー
二
〇
五
五
木
和
田
原

　
　
　
　
　
　
　
⑰



第
7
回

薪
年

碁
六
舎

－
月
¶
目
（
日
）

於
町
総
合
セ
ン
タ
ー

午
前
9
時
～
午
後
5
ま
で

申
込
み
は
1
月
⑩
目
ま
で
に

　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
へ一飲酒運転追放県民運動実施中一

支

芸

気Wら
一

鉛
気
ヤ
、

　
ら
、

ψ
．
’
4

し
ぶ
み
句
会

12月11目～1月10日

霞

　
　
　
1
1
月
27
日
　
於
克
雪
セ
ン
タ
ー

大
寺
の
大
竹
振
う
煤
払
い

大
寺
の
大
囲
い
し
て
冬
こ
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

一
院
の
山
茶
花
散
る
や
門
深
し

引
き
水
の
大
曲
り
家
や
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

知
ら
ぬ
間
に
日
の
暮
れ
早
し
手
内
職

濁
川
澄
み
て
さ
穿
波
光
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

重
ね
着
を
し
て
寄
合
に
出
向
き
た
り

凶
作
の
村
に
行
商
来
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

鶏
足
山
出
稼
ぎ
の
里
暮
の
秋

冬
う
ら
ら
土
埃
舞
う
ダ
ン
プ
カ
ー

納
税
証
明
書

交
付
手
数
料
が

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
建
設
業
の
登
録
等
に
必
要
な
納
税
証

明
書
を
請
求
さ
れ
る
場
合
、
交
付
手
数

料
と
し
て
、
証
明
書
一
枚
に
つ
き
一
〇

〇
円
を
県
の
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
さ
き
の
条

例
改
正
に
伴
い
、
階
称
丑
丑
年
ゴ
．
一
丹

↓
帥
か
か
証
駐
善
朔
梗
偽
）
ざ
．
δ
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
と
な
り
ま
す
の
で
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
自
動
車
の
車
検
時
に
必
要
な

納
税
証
明
書
等
、
無
料
の
も
の
の
取
扱

い
は
従
来
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
収
入
証
紙
は
財
務
事
務
所
で

取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
納
税

証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
も
よ
り
の
銀
行
で
お
求
め
の
う

え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

捨
稲
に
寄
せ
く
る
田
波
冬
め
き
て

　
　
　
　
　
　
　
り

稲
減
反
強
化
の
ニ
ュ
ー
ス
冬
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯

眠
ら
ん
と
し
て
山
々
の
木
々
寒
し

島
々
の
小
春
日
暮
れ
て
瀬
戸
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡

吊
し
柿
軒
を
彩
ど
り
霜
白
し

籾
袋
余
れ
ど
勤
労
感
謝
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常

身
ぎ
れ
い
を
心
に
老
の
又
化
祭

鯉
囲
う
若
き
遷
の
ほ
ほ
か
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶

落
葉
踏
む
孫
と
二
人
の
影
長
し

枯
れ
山
に
青
き
が
目
立
つ
杉
木
立

石水史仙水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

痩
せ
た
と
は
言
え
ず
見
舞
い
の
り
ん
ご

む
く
寺
坂
を
黄
菊
抱
き
て
の
ぽ
る
冤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

木
枯
の
背
す
じ
を
撫
ぶ
る
信
号
待
ち

夕
映
え
の
紅
葉
の
上
に
月
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

吐
く
息
が
真
白
く
見
え
し
今
朝
の
冬

雨
の
後
み
ぞ
れ
と
な
り
て
傘
重
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

北
風
の
音
が
変
わ
れ
ば
も
し
や
雪

病
友
の
弱
気
と
な
り
し
白
き
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

初
老
と
は
佗
び
し
き
語
か
な
と
ろ
ろ
汁

子
の
日
記
短
く
終
わ
る
一
葉
忌
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蒲
生
句
会

　
　
　
11
月
1
日
　
於
蒲
生
セ
ン
タ
ー

玄
関
の
洩
れ
灯
が
映
す
稲
架
襖

コ
ス
モ
ス
や
父
似
母
似
と
背
な
の
児
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

新
藁
を
束
ね
て
匂
う
秋
日
和

帰
り
咲
く
ボ
ケ
一
輪
に
ぬ
く
み
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

猫
の
産
に
わ
れ
立
ち
合
い
ぬ
秋
夜
長

紅
葉
の
里
ま
で
下
り
て
雪
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
　
逸

秋
田
塗
る
畦
に
狸
の
足
の
跡

や
が
て
散
る
落
葉
松
林
黄
葉
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

月
に
又
雲
の
迫
り
て
十
三
夜

荷
を
お
ろ
す
背
を
秋
風
の
さ
す
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

長
雨
に
と
り
残
さ
れ
し
稲
架
の
稲

軒
下
に
色
と
り
ど
り
の
菊
の
鉢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
峰

秋
出
水
泥
鱒
く
ね
る
や
砂
利
の
道

熟
れ
柿
を
目
に
残
し
つ
つ
旅
先
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

か
ら
っ
ぽ
の
終
バ
ス
の
灯
よ
夕
野
分

喪
の
電
話
ひ
そ
と
置
き
け
り
初
時
雨
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装い新たに
一広報「まつだい」

　新年号からタテ型の紙面に一

［］
の
報
在
広

現
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来
月
か
ら
の
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』
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自
昌
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㍑
U

　
来
月
号
か
ら
広
報
「
ま
つ
だ
い
」
は
、
現

在
の
ヨ
コ
型
B
五
判
か
ら
タ
テ
型
B
五
判
に

紙
面
が
変
わ
り
ま
す
。
装
い
も
新
た
に
よ
り

親
し
ま
れ
、
読
ま
れ
る
広
報
を
目
指
し
ま
す




